
（
十
月
一
日
現
在
）
 

人
 
ロ
 

一
一
一
、七
九
一
一

世
帯
数
 

一
一
，五
九
四
 

審臓鵬 ‘血瑠 豆篭質 

裏題萱壁薫難 

1簾鷹薦’" 

病
院
撃
高
勤
務
を
命
ず
る
 

＋
月
二
十
日
付
 

岩
 
淵
 

英
 

五
所
川
原
病
院
医
員
を
命
ず
る
 

川
 
村
 
民
 
雄
 

健
康
保
敵
課
勤
務
を
命
ず
る
 

病
院
研
究
室
技
手
乗
務
を
命
ず
る
 

技
術
更
員

に
任
命
す
る
 （
各
通
）
 

十
月
二
十
一
日
付
 

主
 
事
 

鳴
 
海
 
重
 
則

経
済
係
主
任
を
命
ず
る
 

書
 
記
 

今
 
立
 
丘
（
 識

雇
 
境
 

幸

経
済
係
を
命
ず
る
 

書
 
犯
 
小

厚
生
係
主
任
を
命
ず
る
 
野 

栄
 

印

撫
証

明

の
 

届
出

に
つ
い

て
 

皇詰 

一
馴
“α
！
徐
］者俄
“J
嫡
p
ハM
rハY\
>“【
馴
女
り
‘
●
b刃
u】
一
 
●】
、
（
」
 

町
議

会
の

動

き
 

（

十
一

刀
 
中

）
 

町
議

会

事
務

局
ー
ー
 

臨
時
 

町

議

会
 

並
び
に
そ
の
給
興
方
法
嫌
例

一
部
改
正
 

（
十
一
月
十
九
日
、
ニ
ナ
日
）
 
の

件
 

可
 
決

◆
議
決
変
更
の
件
 

可
 
央
 
麓
〉

r,
f‘
多

f
南
育
 

為
蟻
翻

研
旧
自
替
鷹
舎
）
を
全
費
用
償排額
月
額
一
言
〇
円
 

心
一
“
乙
山
司与ー
コ
ヒ
『
ゴ
山
引
1
〈
ロー
r

「
一
 里
月
 

《‘

【
・
‘
…
 
《
 
ー
‘
い
・
‘
 

ー
か
・
ー

ー
ー
《
 

方
槍
察
鷹
に
資
却
す
 

団
→
レ
ー
咋
、
叩
叩

・
1
喫
恒
に
に
叩

◆
町
有
柏
軌
静
徐

の
件
 

可
 
決
 
宿
 

泊
 
料
 
叩
叫
切
一
、

「
o
ゆ
旧
 

ー
繊
編

加
繊
警
紗

昨
卿

◆
需
川
原
町
室
乙
響

置
嫌
響
翻
 

し
て
無
償
寄
付
す
る
 
一
 
正
の

件
 
可
 
決
 

◆
五
所
川
原
町
報
酬
額
及
び
費
川
排
償
額
一
 
『
を育
民
生
課
』
を

『
民
生
課
』
に
改
 

町

立
病
院
 当

り

て
 

綴 
叫姿 
,え島 

に． 

一
 

)
 

保国 

一
 

北
津
軽
郡
五
所
川
原
町
 

一
発
行
所
 
五
所
川

原
町

役

場
 

電
話
『
、二
八
番
一
一
三
訊壁
 

醗
師
俄
 
庶
務
課
 

贋
報

係

一
印
刷
所

・
陸
奥
印

刷
株
式

会
杜
 

当
り
御
協
力
と
御
利
用
を
切
に
御
願
ひ
申
 

し
上
げ
ま
す
。
 

診
療
 

毎
日
 
午

前
九
時
ょ
リ
 

午
後
四
時
ま
で
 

入
院
往
診
に
懸
じ
ま
す
。
 

休
日
 

日
曜
、
親
日
 

国
保
運
宮
協
醗
会
 

（
窮
健
は
開
院
の
五
所
川
原
町
立
病
院
）
 
皆
さ
ん
御
待
ち
か
ね
の
町
立
国
保
病
院

は
準
備
万
端
整

い
、
十

一
月
十

一
日
か
ら

開
業
致
し
ぐ
居
り
ま
す
。
 

診
療
科
目
は
、

外
科
、
 
整
形
外
科
，
 

内
科
，
小
見
科
、
産
婦
人
科
，
放
射
線
科

の
各
科
で
あ
り
電
話
五

一
五
番
で
す
。
皆

さ
ん
の
国
保
病
院
と
し
て
御
育
て
下
さ
い

病
院
長
 
外

科
 
菊
 
池
 

惇
 

整
形
外
科
 
岩
 
淵
 
瑛
 

副
院
長
 
柄
見
綱
 
葛
西
 

徹
郎
 

産
婦
人
科
顧

門
 

品
川
信
良

医
員
 

最
 
上
寛
 

助
遣
婦
 

三
上
 
い
つ

築
 

剤
 
師
 

林
 
一
郎

放
射
線
科
技
師
 

中

田
薄

造

臨
床
検
査
技
手
 

川
村
民
雄
 

野
に
皿
五
所
川
原
病

院
 

開

院
の
お

知
ら

せ
 

は
弘
大
病
院
推
鵬
の
優
秀
な
る
方

A
で
き
 
年
間
一
万
円
を
限
度
と
し
て
五
割
給
付
を

つ
と
み
な
さ
ん
の
期
待
に
副
（
る
も
の
と
 
実
施
致
して
居
り
ま
す
故
非
常
に
安
い
料
 

信
じ
て
居
り
ま
す
。
 

金
で
安
心
し
て
治
療
が
受
け
ら
れ
る
わ
け
 

も
と
よ
り
綜
合
病
院
と
し
て
は
設
備
其
 
で
す
。勿
論
こ
の
事
は
一
般
指
定
医
に
も

の
仙
不
完
全
な
処
が
多
く
こ
の
解
決
に
は
 
適用
さ
れ
て
居
り
ま
す
。
 

早
急
に
着
手
し
た
い
と
考
へ
て
居
り
ま
す
 
然
し

こ
う
し
た
ょ
い
制
慶
も
み
な
さ
ん

殊
に
現
在
二
十
床
の
ベ
ツ
ト
で
は
ど
ら
 
の
御
協力
が
な
け
れ
ば
到
底
そ
の
倶
債
を

し
て
も
町
民
み
な
さ
ん
の
希
望
を
浦
た
す
 
発
揮
する
事
が
出
来
ま
せ
ん
。

給
付
制
度

こ
と
が
出
来
な

い
し
且
っ
病
院
経
営
上
、
 

 
主
完
全
に
途
行
す
る
に
は
ど
う
し
て
も
保

五
十
床
以
上
の
ベ
ツ
ト
は
絶
対
不
可
映
の
 
険
税
の
完納
が
先
決
問
題
ど
な
り
ま
す
。
 

嫌
件
と
な
つ
て
居
り
ま
す
。
又
病
院
法
に
 
今

ま
で
給
付
が
円
滑
に
行
か
な

い
の
も
 

昭
和
二
十
四
年
健
康
保
験

よ
つ
て
規
走
さ
れ
て
い
る
給
食
設
嚇
も
是
一
保
険
税
の未
納
が
多
い
か
ら
で
す
。
 

者
で
な
け
れ
ば
証
明
が
山
来
ま
せ
ん
，
処

組
合
に
於

い
て
直
営
病
院
設
一非
必
要
な
の
で

こ
れ
等
を
含
め
て
堺
設
工
一
友
愛
相
互
扶
助
の
立
場
か
ら
何
卒
御
協
が
皆
さ
ん
が
従
前
屈
山
あ
る
印
鑑
は
本
籍

立
を
決
議
し
て
か
ら
三
ケ
年
事
は
蓮
や
か
に
実
施
せ
ね
ば
な
ら
な
い
わ
「力
を
御
願
ひ
巾
し
上
げ
ま
す
。
 そ
の
こ
と
地
と
寄
留
地
の
書
か
れ
た
も
の
が
屈
出
ら
 

一
、
激
育
長
 

町
民
待
望
の
町
立
病
院
は

十
日
開
業
式
を
挙
行
し
十
一

日
よ
り
診
療
を
開
始
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。
 

皆
様
既
に
御
承
知
の
通
り
住
民
登
録
法

実
施
に
よ
り
従
来
の
寄
留
制
度
が
慶
止
さ

れ
こ
れ
に
件
い
印
鑑
僚
例
の

一
部
を
改
正

さ
れ
た
の
で
す
。
 

印
鑑
証
明
は
当
町
に
住
民
登
録
さ
れ
た
 

取
敢
（
ず
診
療
科
目
は
外
 

科
、
丙
科
，
産
婦
人
科
，
放
 

射
線
科
等
で
各
科
担
当
医
師
 

て
率
仕
を
第
一
に
診
療
に
当

つ
て
居
り
ま
す
。
 

、
・二二
“
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曹
タ
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ヴ
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胃Uら
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ミ
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め
る
。
 

◆
五
所
川
原
町
職
員
幽
体
の
業
務
に
も
っ
 
迫
加
予
算
額
 
一
〇
六
八
，
七
八

一
円

◆
五
所
川
原
町
職
員
定
数
峰
例
一
部
改
正
 
ば
ら
従
事
す
る
職
員
に
関
す
る
修
例
制
◆
昭
和
二
十
七
年
慶
五
所
川
原
町
特
別
会

の
件
 
可
 
決
 
定
の

件
 

可
 
決
 

計
都
市
計
画
亭
業
費
歳
入
歳
田
追
加
予

職
員
定
数

一
O
六
人
を

一
〇
八
人
に
改
◆

五
所
川
原
町
職
員
幽
休
の
登
録
に
関
す
 
算
の
件
 

可
 
決

め
る
。
 

る
嫌
例
制
定
の
件
 

可
 
決
 
◆
昭
和
二
十
七
年
庭
五
所
川
原
町
特
別
会

◆
五
所
川
原
町
職
員
等
の
族
費
に
関
す
る
◆
五
所
川
原
町
職
員
闘
体
の
行
ら
交
渉
に
 
計
水
道
費
歳
入
歳
田
迫
加
予
算
の
件
 

納
の
税
金
 

年
内
芯
元
納

し
し
ま
しよ
つ
 

は
 

願

い
致
し
ま
す
o
 

製
製

誇
覇
議
 

未

納

の
税

金

は
 
躍

躯
鍵
龍
ら
何
分御
協
力
の
程
おー
論
響
臨
魂

「
可
裂
鯵
い
纏
耀

穫
輪
菅
 

務
係
に
あ
り
ま
す
。
 

（
各
種
証
明
願
書
式
等
次
号
掲
載
）
 

印
鑑
屈
、
印
鑑
証
明
願
．
等
書
式
は
庶
一
 

僚
例
一
部
改
正
の
件
 

旅
費
額
 

一
、
十
二
級
職
以
上
 

車
質

（
一
粁
）
四
円
，
・
日当
三

O
C
円
 
件
 

承
 
認
 

民
生
常
任
委
員
会
』
 
に改
め
る
。
 

宿
泊
料
 
甲

地
方
 
一
、

一
〇
〇
円
 
五
所
川
原
町
議
会
の
定
例
会
は
鋳
年
、
 

乙
地
方
 
八

五
〇
円
 
三
月
，
六
月
，
九
月
、
十
二
月
開
く
 
◆
陳
 
情
 
書
 

◆
五
所
川
原
町
職
員
の
服
務
の
宜
誓
に
関
 
昭
和

二
十
八
年
一
月
一
日
よ
り
適
用
 

一
，
五
所
川
原
幾
代
ケ
丘
保
育
園
補
助
金
 

す
る
嫌
例

一
部
改
正
の
件
・
可
 
決
 
◆
五
所
川
原
町
公
営
住
宅
管
理
嫌
例
制
定
 
交
付
の
件
 

◆
五
所
川
原
町
学
校
職
負
の
分
限
に
関
す
 
の
件
 

可
 
決
 

一
、
下
準
非
町
、
町
営
住
宅
（
旧
駐
在
所
）
 

る
嫌
例
制
定
の
件
 
可
 
決

一
◆
五
所川
原
町
公
営
住
宅
使
用
料
徽
牧
僚
 
壷
棟
を
仙
所
移
転
の
件
 

違
鱈
騎
議

帥
鯵
議

伽
賑
銅
耀
解

公
営住
宅
入
鶏
選
融委
一
学
校機
員住
宅
幹施
の時
上
三件
 

◆
蕩
鰍
鶴
響
購
雛
飴
「
い

懸
難

揮
度
五
所川
原
野
碑歳
所
管
文
激民生
常任
委
員
糾
付
託
 

可
 
決
 
一
山
追
加
更
正
致
算
の
件
 

可
 
決
 
一
 

教
育
委
員
当
選
に
 

封
す
る
感
想
 

書
 
記
 

葛
 
西
 

稔

雇
 

徳
 
田
 
ッ
 

ル

厚
生
係
を
命
ず
る
 

助
 
役
 
小
用
桐
勝

義

民
生
課
長
事
務
取
扱
兼
務
を
命
ず
る
 サ

 

し
た
。
此
の
数
字
こ
そ
は
最
も
清
き
投
農
 
三
 
補
 
キ
 
ク
 

ユ
 

鞭
麟
鷲
難
難
』
 

な
れ
ど

】
且
其
の
任
を
負
わ
せ
ら
れ
た
 
書
記
を
命
ず
山
 

ー
 

ー
 

難
麟

襲
灘

難

使
丁を命
ずる
置
難
昨
 

ー
の
貼
付
に
止
め
『
わ
が
町
の
数
墓
員
 
技
術
更
員

に
任
命
す
一
「
 二

 
I
 
三
 

以
上
は
老
躯
に
鞭
打
ち
町
民
の
意
思
を
数
 

』
「薫

」
麟
中承編
」が
病
院
看
護

婦
器
ず「
認
 

佐
寿
 
木

ッ
 

十
月
十
日
付
 

雇
員
を
命
ず
る
 

し
た
る
激
育
を
施
し
、
以
司
町
輿
か
負
和
十
一
月
八
日
付
 

条
ず
異
 k

 寸
 

g
 
消
防
幽
長
不
在
中
臨
時
幽
長
代
理
を
命
 

．オ
 
→

か
・
 

け
プ
 

・
 

ー
ユ
 

'
1
 
ず

J”
。
‘
 

曇

苦
十
鷲
輸
静
令
 

十
一
月
二
十
一
日
付
 

副
馴
長
．

中
野
修
三
 

雇
員
を
命
ず
る
 

五
所
川
原
病
院
動
務
を
命
ず
る
（
各
通
）
 

ョ
 
シ
 

謬

如
購
騒

髪
器

魂
鮮

室
の埼
設
、施
設
の完備
と相
」
護
雑

報
爵
毅

鉢
鋒
誠

繁
誘
鱗

讐
馨

贈

裂
」
 
騎

費
扮
手
 
川
杵
卿
雄
 
厚
生係」
遣
命
ずか

西
 

《
駐
結
膿

姦
騒

鯵
騒
籍
翻
鵬

騒
難
費
或

麟
仙
驚
議
難

」
け）
の拳
媛
雛
賃

夢
務
途
行上
支
障
もあ
教
育

委
員
当
選
に
 

厚
生係
m
命
ずる
徳
田
ッ
 

ま
す
。
 

ま
す
。
 

一仕
者
と
し
て
懇
切
丁
寧
を
モ
ツ
ト

1
と
し
り
住
所
の
異
動
さ
れ
て
居
る
》
方
は
そ
の
 

・
ー
・
 

・》
ー、ー
、
 

助
 
役
 
小
用
桐
』
 

病
院
設
立
の
主
旨
は
云
ふ
 
給
付
関
係
は
診
療
開
始
と
共
に

一
人
」
診
療
に
従
本
致
し
て
居
り
ま
す
o
開
院
に
異
動

馴
に
短
珊
を
添

い
再
度
屈
け
ら
れ
る
 
劉
す
る

感

想
 

民
生
課
長
事
務
取
扱
兼
務
を
命
十
 

ま
で
も
な
く
町
民
の
医
療
に
 

・
よ
ら
お
願
い
政
し
ま
す
り
 

、
・・i
 ー
・・
 

‘
 
十
一
月
一
日
付
 

関
す
る
難
点
を
解
決
す
る
た
 

又
当
町
局
と
し

て
も
新
に
印
競
簿
を
作
 
委
員
 

稲

士

貞

裁
 
：
ー

一
ー
l

，
 
毛
 
耳
 
ヒ
 

鶏
戸
織
鰯

難
舞
舞
釦

舞
舞

舞
綴

軸
灘
響
騒
騒
闘

m

堵
静
瀞編
響
舞
締
 

，
嫌
側
机
割
‘か
拒
‘

ー
ー
ー

m
加
 
，

委
剛
剣
銅
州
「
離
醐
農

細
‘
記
恕
辰
と

覗
い
恰
わ
津
て
一
噛
町
り
決
情
に
潤
ト
『
投

、
ョ
寸
 

◆
五
所
川
原
町
議
会
定
例
会
規
則
制
応
の
 

『
数
育
民
生
常
任
委
負
会
』
を

『
文
数
い
勤
”
喝
け
い
け
”

bし
）
”
ゆ
ゆ
「
げ
喝
 

寺
 
田
 

ゲ子津 

号
 

(
x
)
 

第
 

報
 

町
 

原
 

所
 

五
 

日
 

一
 

。
乙
 

日
 

Eー
 

ノ
クワ

ー
 

n乙
 

!
 

泊

川
刀
」
 



号
 

第
 

報
 

町
 

激全全委副 

育 	貫 
長 員長 

小認成永棟 

f、田『 ,Tl,七1→． rn.“士田沢方 
碧桐

山 ‘" v、 I-,  
役引“り己f コ14札イ日恐肌と貞弘松得」 
兼勝”、二lAlニム’寸」 

哲義救三枝ー 

札
申
上
げ
ま
す
。
 

つ
き
ま
し
て
は
町
民
の
皆
機
に
は
道
路

復
興
の
趣
旨
ょ
リ
第
二
回
目
の
道
路
賓
く

じ
 （
割
当
目
標
九
千
四
首
枚
）
滑
化
に
何

卒
御
協
力
下
さ
る
ょ
、
う
お
願い
申
上
げ
ま
 

「
農

業
委

員
曾

委

員
」
 

選
 
挙
 
人
 
名
 
簿
 
調
 
製
 

.
 

十
一
日

十

一
一
日

十
三
日
 

十

五
日

十
六
日

十
 
七
 
日

十
八
日
 

十

九
日
 

】
一
十
日

一
一十
一
一
日
 

】
一
十
三
日
 

】
一
十
四
日

二
十
五
日
 

】
一
十六
日
 

(
 

(
 

(
 

(
 

(
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(
I
"h
h

ー
ー
 

ー
 
ー
‘
ーー
ー
ー

甘

‘
 

火
災
予
防
特
別
旬
閥
及
 

消
防
団
不
時
演
習
実
施
 

難
鍵
難難
舞
鷲
馴
意
「鷲
難

一
一
 

の
御
協
力
を
御
願

い
致
し
ま
す
。
 

会
主
催
で
正
し

い
保
健
衛
生
の
あ
り
方
を

記
 
の

期
聞
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
当
町
の
目
標
新
し

い
ゆ
き
か
た
で
、
模
型
，
実
物
，
標
 

？
楼
暗「「
“」せ
」葛
？灘
灘
簿
灘
難
譲
簿
譲
議
灘
叫
 

一
一
，行
 
事
 
る

ま
で
に
山
来
得
た
こ
と
は
関
係
者
初
め
厚
生
省
、
文
部
省
社
会
数
育
局
、
保
健
所
 

麟
騒
駐
晦廃会
赴工
燕鷺
鷲
」
鶏勧
姦薦
灘
」
難
鱗」
藻
 

」
鷲藻
も
驚
姦
覇
難
如
霧嬢
納付下
さる舶
戒
鷲
」
彩
「
釦
 

町
和
m
蹴
を
町
測
習
 
ー
 

Iー
 

（共
同
募
金
委
員
会
）
 
会
場
 
五
所
川
原
町
公
民
舘
 

母
年
十
一
万
一
日
現
在
の
班
実
に
基

い
一②
右
の
同
居
の
親
族
か
配
偶
者
〔
妻
或
は
す
「
 

成
さ
れ
、
今
後
行
わ
れ
る
農
業
委
員
会
委
 

に
従
事
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
年
令

員
の
選
挙
は
こ
の
基
本
名
簿

に
よ
つ
て
行
 

二
十
年
以
上
の
人
 

わ
れ
る
の
で
す
か
ら
農
家
の
皆
さ
ん
は
左

記
軍
項
を
御
了
知
の
上
洩
れ
な
く
申
告
さ

れ
る
r
ら
に
し
て
下
さ
い
。
 

選
挙
管
理
委
員
会

農

業
委
員

会
 

一
、
申
告
用
紙
は
各
部
落
農
業
振
興
会
長
 
句
遮
路
」
囚
避
（
一
玉
？

‘
、

、k
・
し

を
通
じ
て
皆
さ
ん
の
も
と
に
配
布
致
 

勲
。

・・L

声
 
」
一

い
．

・
 

?‘・
ョ
ーー
上
‘
、
‘
ノ
‘
1
‘
ー
》
。
，
1
ユJJ
 
 

シ
～コ
ー
ラ‘
一
！
 
、
ノ
‘
、
 
《
 ・

し
ま
す
か
ら
十
一
一
月玉
日
ま
で
に
殺
 
マ
～
プ
ョ
斤ノ
ー
 
ノ
 

し
り
ー
 

事
振
興
会
長
宛
申
し
出
て
下
さ
い
。
 

喜
 
憶
 
長
女

木

村
 
良

子

市
太
郎
 
四
男

成

田
 
善

信

庸
 
一
 
三
女
 

小
田
桐
 
敵

誠
 
二
 
長
女

高
橋
奈
美
子
 

位
 
置
 
北
緯
 

東
緯
 

面
 
積
 
総
面
積
 

田
 

畑
 

宅
 
地
 

国
有
地
，
共
他
 

0
 
5
 
0
 

d
‘
 

。‘
 
【
一
 

四
O
九
町
七
 

一
八
O
町
一
一
 

八
町
 

六
三
町
八
 

一
五
山ハ
町
一
七
 備

 
考
 

都
合
で
述
撤
予
定
を
変
更
す
る
こ
と
が
 

あ
り
ま
す
。
 

「
淡
遺
線
m
播
験
鷺
諦
房
脳
卿
潜
携
巾

濃
議
細
軸
緩
麗
次
の着

五
万
円
運
線
繍
鱗
穀
覧
編
詔
噂
昇
疑
維
纏
“
 

当
餓
奨
金
は
次
の
通
り
 

町
税
滞
納
は
珊
え
る
一
方
で
町
の
財
駿

り
、
 こ
と
に
左
の
委
員
五
名
が
議
長

一
任
 

一
・濡
鶏
響
論
総
協
籍
織

」
臓
耀
鎌
馨獲
姦
」
「
臨
鰭
細
競
鰐拷
鱗
難
黛
誌
競
鶏
隷
議
て

甚
だ憂
慮
教
育
委
員
会
発
足
 

て
下
さ
い
‘
 

ー
H
り
・
いH
H
一H
」
「H
口
H
H

」1
葺
』
」
「
 
‘
・ー
i
・
・
一【
i
'
 l
  
‘
 
ー
・
 
 
1

滴
」
J
り
‘，
隣
師
「
一
り
H
』
い
】
叱
い」
薯
 

“
‘
、
‘
く
く
“
ー
 

一舞
一
麟
鷲
剥穿

上雛
難

療
響
霞
』「
蕪
蕪麟
難
鷹
員一
叫
一
 

』
 
．

一
，
ー
 

昭
和
二
十
七
年
十
二
月
十

一
日
か
ら
で
着
々
そ
の
実
績
を
見
っ

、
居
た
の
で
す
が
 
ク
 
田
附

健
四
郎
 

繊
鷲
羅
醸
綴
餓
濃
詳

t
 鶏
甑
磯錆
岸
）は
町畜麟
舞
灘
難
」灘
熱
「
灘
灘
灘蹴
 

難
灘
締
競
鍵
畿
弱
“
紅
釦
い
軒
力
の
定
期
種
痘
実
施
 
」慧
鰐
』
議
難
雛
m巌
2
1加
鋤
袈割
勃
o
窟
H
滅
 

器
織
議
濡
婆
鶏
叫
畿
農
難
務

齢
覇
い
難
響
誌
警
者
は
洩れ
なく
種
痘を受
け
す訟
蝦
器
認
夢
十
日
開催
の
誓
拝
龍
誘
終
勤
」
」
激
 

で
す
。
 

咋
年
第

一
回
発
行
に
際
し
て
は
町
民
各
 
ー

昭
和
二
十
七
年

一
月
一
日
以
降
八
月
一
に対
し
町
長
ょ
り
徴
収
の
実
態
と
苦
哀
を
 

町
か
数
育
委
員
会
が
発
足

い
た
し
ま
し
一

山

一
反
歩
以
上
の
農
地
（
田
畑
と
も
）
 
を位
の
絶
大
な
る
御
協
力
に
よ
り
割
当
目
標
 

末
日
ま
で
に
生
れ
た
乳
見
 
一

詳
か
に
違
べ
ら
れ
町
議
会
ょ
り
滞
納
整
理

た
o
氏
名
は
次
の
通
り
で
あ
り
ま
す
o
 
一

耕
作
し

て
カ
る
年
令
二
十
年
以
上
の
人

を
先
全
消
化
で
さ
ま
し
た
こ
と
を
厚
く
御
 

2
昭
和
二
十
八
年
四
月
小
学
校
就
学
予
要
員
を
上
げ
対
策
を
採
る
べ
き
動
凌
と
な
 
委
員

長
 
三
 

上
 
克
 
比
 
一
 

一
、
い
H
？
」
H
ブ
「
h
H
い
「、
』
い
 
第
二
回
目
の
道
路
復
興
賓
く
じ
を
今
年
末
 
記
 
臨
時
町

議
会
で
迫
加
更
正
予
算
審
議
の
際
育
委
員
四
名
と
町
議
会
の
践
負
か
ら
選
ば

一
、
選
挙
権
を
有
す
る
お
方
は
次
の
通
り

山
ま
司
『
押
片
概
即
山
か
居

り
ま
か
い
一

J
一
・
該
凱
が
 
知
引

御
卿
拠
況
ぐ

つ
い
て
質
町
か
川
と
川
製
割
「

郎
郵
船
七
「
『
引

F
H

引
 

所
 

昭和 27 年11月 26 日 

400 一 

r
 
ゲ
 

Aサ
 

q
ノ
 

健
康
博
覧
会
来

る
 

自
由
と
平
和
を
愛
し
豊
か
な
文
化
国
家
 

を
創
設
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
新
日
本
国

民
に
課
せ
ら
れ
た
（
風大
な
使
命
で
あ
リ
ま

す
が
、
八
千
万
国
民
の
倶
の
健
議
な
く
し

て
は
、
良

い
政
治
も
経
済
も
文
化
も
あ
り

ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
健
康
の
科
学
性
を
充
 

「町 	名 包 含 宇 名 有権者織数 男 女 

~栄 	町 栄 	 町 	162 87 75 

一 

	

町

街谷 
一生鎌

肴 

便
Ta
注 

小ボ畦 町町更 都齢叩 

り

発
卵一 

	 262一217 408150211305一239891311 

m214 367131
171227
207
60

117
181
266
116  

田
」
匹
新

一
本
坦
布
寺
一
東
上
中
下
一
大
 

 

4
9

4
4
3
1
 
7
7
5
2
8
1
3
8
2
5
3
2
4
4
6
1
4
9
2
4
8
3
8
0
5
4
4

25
7
 

 

町
町
 
町
町

町
町

町
町
町
町

町
町

田
元

新
町
本
・
川
布寺
一
東
上一
中一
下矢
  

端
一屋 	

皿阿嘩岩 屋 端.
り 

細7 
 町い 生木 

町

町町町

町

町町

町町 
 

LUJ 
 

一2
粉 	

41  一一
町 一ブ俳 

一

平 1I  
一「
一・一

二 

撃

器一  
9278  旭 	町 は旦 	町 451 	189 	262 

敷 島 町 
一錦ー 一町二錦 

~敷 	島 	町 317 
町 456 	3 	192 	264 

柏 原 町 I柏 	原 	町 224 	101 	123 
二幾二島二町コ二幾多町と末贋町 205 	97 	108 
新 宮 町 I新宮町・蘇住宅 123 	63 	60 

合 	計~ 6.857 	3.164 	3s693 

基本選挙人名簿（昭聖 Jr1ま縫暴綴器夢） 定
見
童
，
 

．「
毎
日
午
前
十
時
ょ
り
午
后
「
蒔
ま
で
 

3
」
の
仙
都
合
で
種
痘
を
受
け
な
い
も
昨
 
叫
 
崎

立
五
所
川
原
病
院
内
科
 

円
 

一二
，
日
 
時
 

四
、
料
 
金
 

ー
種
痘
 
十
一
月
二
十
六
、
二
十
七
日
 

一
 
名
 
二
 
十
 

2
樵
診
 
十
二
月
二
日
 

公
民
舘
行
事
予
定

表
 

（
十
一
一
月

分
）
 

一房
古
学

会

性
観
葺
 

一
、
詩
 
話
 

会
 
払
八
“

（
昨
響

一
 
一
甘
 
。
旦
 三
 
ト
U
れ
「
六
時
、
 

廿
八
日
 
ゴノ
正
、
 

一
、
国

速

支
部
会
 
廿
四
日

午
後
六
時
 

二
書
道

研
究
会
 
悔
廼
木
梅

帥
 

」
、脅
築
研
究
会
畷
伽
嬢

帥
 

一
、チ
ヤ
ー
チ
ル会
 
悔
が
日
加

畑

一
・日
曜
 
学
校
 
悔
が
日
梅

帥
 

御
存
知
で
す
か

？

我
町
の

位
置
及
面
積
 

多
 
吉
 
長
女
 

柴
谷
ゆ

者
子
 

下
準
井
町
 

藤
次
郎
 
長
男
 

工
 
藤
 
勝
 

東
 
町
 

A
死
 

亡
 

木

村
 
由
遣

（
霊
）
 
新
 
町

梅
太
郎
 
二
男
 

葛
西
 

昭
夫
（
一
一o）
 
布
屋
町
 

直
 
代
 
妻
 

佐

A
木
ち

よ

（
充
）
 
柏
原
町
 

清
次
郎
 
三
女
 

避
谷
ト

ミ
ェ
 
（
ス
〕
 
川
端
町
 

山

川
柾

玉
郎
会
己
 

錦
 
町
 

原
 
赤
い羽
根
 
麓
誤

川
賢

郵
国
ー
 

”
赤
湖
鵜
鰭
「
森
一ー
 
臨
m
細
浮
厭
加
m
い

ー
 

"
 

滞
納
整

理
断

行
！
 

帥
時

納

税
方
再

度
懇

望
 

・月中“こと） 

川
端
町

柳
 
町
 

布
屋
町
 

下
平
井
町
 

川 

同
巨
同
一
 

ゴ
ミ
運
搬
予
定

表
 

（
十
二
月
分
）
 

"
 

日
 

日
 

日
 

日
 

日
 

）
 

日
 

二
十
七
日
 

二
十
九
日

三
十
日
 

十八六 五 四 三 二一 
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